
 

 

 
 

 

 

 

【２０２４年問題対策】 

ＤＸによる集配先の 

荷待ち・荷役と傭車管理 
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はじめに 

 

我が国では、物流の停滞が懸念される「2024年問題」に直面しています。2023年６

月に日本政府の関係閣僚会議にて発表された「物流革新に向けた政策パッケージ」

では、「荷主・物流事業者間における物流負荷軽減」のための施策として、運送事業

者だけでなく、荷主・元請事業者においても荷待ち時間・荷役作業等に係る時間の

把握と改善が求められています。今、DX（デジタルトランスフォーメーション）などの活

用により自社の輸配送実態を見直し、2024年問題の対策に取り組む必要があります。 

 

１． 物流 2024 年問題と物流業界への影響 

（１）2024年問題と物流業界への影響 
 

我が国では、トラックドライバーの働き方改革に関する法律が、2024年４月から適

用され、物流の停滞が懸念される「2024年問題」に直面しています。 

働き方改革の一環として、労働基準法により時間外労働の上限が規制されましたが、

長時間労働の背景に業務の特性や取引慣行の課題があるトラックドライバーの業務

等については、時間外労働の上限規制の適用が猶予されていました。しかし、2024

年４月に時間外労働の上限が年間 960 時間と定められました。また、これに併せ自

動車運転業務従事者を対象とする「改善基準告示」も改正され、同時適用されてい

ます。 

その影響として、物流の適正化・生産性向上について対策を講じなければ、2024年

度には輸送能力が約 14％不足し、このまま推移すれば 2030 年度には約 34％不足す

ると推計されています。 
 

図１．物流 2024年問題と物流業界への影響 

出所：経済産業省 HP第３回 持続可能な物流の実現に向けた検討会、資料 1「物流の 
2024年問題」の影響について（NX総合研究所）を参考に一部加工 

◆時間外労働の上限規制の適用

・ドライバーは2024年4月から年960時間（月平均80時間）

◆改善基準告示の改正への対応

・2024年4月から1年間の拘束時間3,300時間(≒時間外労働の上限規制年960時間)

規制への対
応

物流業界へ
の影響

（輸送能力

の低下）

試算

想定

輸送条件やドライバーの労働条

件が現状と変わらないとすると

2024年▲14.2％

年間拘束時間3,300時
間を超える部分は運べ
なくなると想定

試算

結果

営業用トラックで

不足する輸送能力

2024年問題
＋ドライバー不足で

2030年▲34.1％
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（２）2024年問題対策としての政策パッケージ 

 

この 2024 年問題への対策として、日本政府は 2023 年６月に、関係閣僚会議におい

て「物流革新に向けた政策パッケージ」を発表し、2023年 10月には、「物流革新緊

急パッケージ」を公示しました。そこでは「商慣行の見直し」「荷主・消費者の行動

変容」「物流の効率化」の３本柱を掲げ、13の具体的な施策が提言されています。 

この「政策パッケージ」に基づく施策の一環として、「物流の適正化・生産性向上に

向けた荷主事業者・物流事業者の取組に関するガイドライン」も策定され、各業界

団体へ自主行動計画への取り組みを促しています。 

2024年問題は、運送事業者だけでなく、荷主・元請事業者等、物流を取り巻く関係

者すべてが、ドライバー長時間労働是正に向けた責務を問われているといえるでし

ょう。 

 

図２．物流革新緊急パッケージの概要 

 

出所：内閣官房「物流革新緊急パッケージ（令和５年 10月６日我が国の物流の革新に 

関する関係閣僚会議決定）」を参考に作成 

 

 

２． 荷待ち・荷役時間の実態 

 

2024年問題により不足する労働力を補うためには、物流現場の取引環境や労働時間

の改善が必要です。 

特にドライバーの拘束時間に大きく影響する事項として、荷待ち、荷役、そのほか



 
 

4 
 

に附帯作業に係る時間があげられます。しかしながら、これらの問題を解決するた

めには、運送事業者を始めとする関係者の努力だけでは限界があります。 

「政策パッケージ」には、「荷主・物流事業者間における物流負荷軽減」が施策とし

てあげられ、運送事業者だけでなく荷主・元請事業者においても、荷待ち時間・荷

役作業等に係る時間の把握と改善が求められています。 

トラックドライバーの荷待ち、荷役時間のある場合、１運行あたりの平均拘束時間

は約３時間といわれており、「政策パッケージ」に基づく「ガイドライン」では、発

荷主に対して、荷待ちや荷役作業等に係る時間を把握した上、これらの時間を２時

間以内すること、そして更なる短縮が求められています。 

 

図３．荷待ち・荷役時間の実態とガイドラインにおける各事業者の取組事項（抜粋） 

 

出所：国土交通省「トラック輸送状況の実態調査（令和２年度）」、経済産業省、農林 

水産省、国土交通省「物流の適正化・生産性向上に向けた荷主事業者・物流事 

業者の取組に関するガイドライン」を参考に作成 

 

 

 

荷主事業者取組事項
■発荷主事業者・着荷主事業者共通

① 荷待ち時間・荷役作業時間の把握

② 荷待ち・荷役作業等時間２時間以内ル－ル

③ 物流管理統括者の選定

④ 物流の改善提案と協力

■発荷主事業者

① 出荷に合わせた生産・荷造り等

② 運送を考慮した出荷予定時刻の設定

■着荷主事業者

① 納品リードタイムの確保

物流の適正化・生産性向上に向けた荷主事業者・物流事業者
の取組に関するガイドライン（抜粋）

物流事業者の取組事項
①業務時間の把握・分析

• 荷待ち時間及び荷役作業等にかかる時間を把握・分析

• 物流業務の問題・課題の明確化

• 改善活動の実施

②長時間労働の抑制

• 荷主事業者等の依頼時点における労働基準法令等遵守の確認

• 委託した下請事業者における労働基準法令等遵守の確認

一運行の平均拘束時間とその内訳
（荷待ち時間がある運行）

出典：国土交通省
「トラック輸送状況の実態調査（令和2年度）」
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３． 運行実態把握の課題 

 

荷待ち時間・荷役作業等に係る時間の把握と改善に向けては、しかしながら、各事

業者の課題があるかと思います。 

例えば、荷主事業者は、荷待ち・荷役時間の課題について、認識はしていたものの

詳細な実態までは把握していない。元請の物流事業者は、輸配送の実績管理のみで、

実運送事業者（協力会社）の運行実態、荷待ち・荷役時間の管理まではできていな

い。協力会社は、元請事業者への報告は輸配送の実績報告のみで、荷待ち・荷役時

間までは報告できていない。 

このように、各事業者が運行の実態を把握していない、エビデンスが取得できてい

ないことにより、荷待ち・荷役時間の短縮・改善が進みにくいといったことが想定

されます。そしてその原因の一つとして、運行実態を把握する仕組みや手段自体を

持ち合わせていないことがあげられます。 

一方で、政府は「政策パッケージ」に基づき、荷主や元請事業者への監視体制を強

化していくことを目的に、全国に「トラックＧメン」を設置しています。 

このトラックＧメンの活動は既に始まっており、長時間の荷待ちや、契約にない附

帯業務、不当な運賃・料金等の有無について監視し、悪質な荷主・元請事業者に対

し、「要請」「勧告・公表」を行っています。 

事業者としての責務・コンプライアンスが問われており、荷主事業者・物流事業者

が主体的に運行業務の実態・改善に向け取り組む必要があります。 

 

図４．各事業者の関係と課題 

 

出所：ＮＸ総合研究所 作成 

＜荷主企業＞
• 荷待ち時間・荷役時間の
実態把握

• 配送先の実態把握・改善
• 荷待ち料金・荷役時間の
エビデンス取得

＜協力会社＞
• 荷待ち時間・荷役時間の実態把握
• 適正な運賃・料金の請求

＜元請け事業者＞
• 協力会社の荷待ち・荷役時間
の管理

• 荷主企業への適正な運賃・料
金の請求

• 協力会社の労働時間の管理
• 作業報告の電子化、データ分
析・改善提案

課
題

発荷主 着荷主

元請け
事業者

実運送事業者
（協力会社） 荷待ち・荷役時

間のエビデンス
が取得できてい
いない。

荷待ち・荷役時間の
詳細な実態を

把握していない。

協力会社の荷待
ち・荷役時間の
管理ができてい
ない

作業
実績報告

委託

輸配送

委託

荷待ち・
積み込み
の発生

荷待ち・荷下
ろし時間の
の発生

トラックGメン
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４． トラックＧメンの活動実績 

 

このトラックＧメンの活動実績をみてみると、トラック事業者への情報収集や、荷

主や元請事業者への「働きかけ」「要請」の件数が、昨年から大幅に増加しています。 

2023年 11月と 12月を「集中監視月間」と位置づけて取組を強化し、2024年１月に

初めて２件の「勧告」を実施したほか、「働きかけ」（47件）、「要請」（164件）によ

る是正指導を実施しています。 

違反行為の内訳は、長時間の荷待ちが最も多くなっているようです。 

トラックＧメンの活動は、「集中監視月間」終了後も、悪質な荷主や元請事業者への

監視を徹底するとともに、改善が図られない場合は再度の勧告や社名公表など、必

要な法的措置の実施も含め、厳正に対処する方針としているようです。 

事業者のコンプライアンスに関わることでもあるので、トラックＧメンの監視の目

を気にされている事業者も多いのではないでしょうか。 

 

図５．トラックＧメンの活動実績 

 

 

出所：国土交通省「トラックＧメンによる「集中監視月間」（令和５年 11月・12月）の 

取組結果」等の資料を抜粋 
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５． ＤＸによる荷待ち・荷役時間・運行業務の可視化 

（１）荷待ち・荷役時間・運行業務の可視化と改善のステップ 

 
前述の課題を踏まえて、DX による運行業務の可視化の重要性についてお話します。

改善に向けては、必要なステップを含むことが重要です。まずは、荷主と物流事業

者間で検討の場を設け、問題意識を共有し、コミュニケーションをとることが不可

欠です。 

そして、現状把握です。ドライバーの労働条件の改善のためには、実際の労働時間

を正確に把握することが必須となります。その方法を検討します。 

運行中のデータは、デジタコでもある程度把握できるかと思いますが、荷待ち時間・

荷役時間、附帯作業等の詳細な実態に関しては、必要なデータを詳細に把握できる

ツール等を活用して、データを収集することが有効です。データ取得にあたっては、

予め、必要なデータ項目を洗い出しておくことも重要となります。 

現状把握の次は、要因を分析し、改善策を検討します。 

 

 

図６．荷待ち・荷役時間・運行業務の可視化と改善のステップ 

 

 

出所：ＮＸ総合研究所 作成 

 

 

 

ドライバ―労働時間削減
適正な運賃の支払い・収受へ

＜現状把握＞
労働時間、特に荷待ち時間や
荷役時間の実態を把握する

＜要因分析＞

• 荷待ち時間の発生等、長時

間労働の原因を把握する。

＜改善＞
荷主とトラック運送事業者の
双方協力のもと、業務内容を
見直し、改善に取り組む

• 把握、検証した長時間労働

の原因について関係者間で

協議する

• 荷主、トラック運送事業者

それぞれができることを検

討する

• 把握、検証した長時間労働

の原因について関係者間で

協議する

STEP4STEP2 STEP3

• 労働時間や荷待ち時間や

荷役時間を正確に把握す

る方法を検討する

• 時間管理のためのツール

の導入を検討する

• 実態把握に必要となる

データ項目を整理する。
【必要なデータ項目例】

• 待機時間

• 荷待ち時間

• 荷役時間

• 附帯作業時間 等

• 運送事業者

• 車両・車種

• 集配先

• 貨物情報・輸送料

STEP1

＜問題意識の共有＞

• 荷主と物流事業者が

問題意識を共有する

• 荷主と物流事業者が

意見交換できる検討

の場を設け、問題意

識を共有し、取り組

む



 
 

8 
 

（２）輸送工程上のボトルネック部分の可視化と改善 

 

労働時間、荷待ち時間の実態が把握できたら、次にその原因について把握、検証す

ることが大切です。 

長時間労働の原因は発側にあるのか、着側にあるのか、それは生産工程に起因する

問題なのか、積卸しや、棚入れ・棚出しなどの附帯作業に起因する問題なのか、輸

送工程のどの部分がボトルネックとなっているのかをきちんと調べ、その原因を取

り除き、改善を進めます。 

荷主事業者が担っている部分が原因となり、長時間労働や荷待ち時間等が発生して

いるのであれば、トラック運送事業者の自助努力だけでこれを改善していくことは

困難です。 

繰り返しとはなりますが、業務内容の見直し改善にあたっては、荷主とトラック運

送事業者が協力し合いながら、取り組んでいくことが必要です。 

 

図７．輸送工程上のボトルネック部分の可視化と改善 

 

出所：ＮＸ総合研究所 作成 

 

 

 

 

待機 検品

棚入れ

＜配送先＞
• 予約受付システムの導入
による待機時間の解消

• 検品の効率化
• 発注量の平準化
• 納品リードタイムの延長

待機

積込 荷下し

運転

休憩

＜メーカー工場＞
• 出荷にあわせた生
産・荷造りの同期
化 等

• パレットによる荷
役作業効率化

＜物流センター＞
• 検品の効率化
• パレット等の効率化
• 共同配送などの輸配
送の効率化 等

運行のどの作業
に時間がかかっ
ているのか？

検品

棚入れ

入荷

自社のどのセン
ター時間がかかっ
ているのか？

検品

仕分け積込

仕分け

待機 運転

休憩

附帯業務の
可視化

待機・荷役時間の
可視化

改
善
例

ド
ラ
イ
バ―

作
業

輸
送
工
程
（
例
）

メーカー工場 物流センター

配送先

＜トラック輸配送＞
• 運行計画や配車計
画の見直し

• 高速道路の利用
• 運転以外の作業部
分の分離

• モーダルシフト

どの配送先
でに時間が
かかってい
るのか？
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（３）荷待ち・荷役時間等の改善と 

「適正な取引条件」に向けた形式書面（フォーム）の活用 
 

荷待ち・荷役時間等の改善と、実運送事業者と荷主・元請事業者間における「適正

な取引条件」に向けては、荷待ち・荷役時間等の客観的な事実（エビデンス）と改善

要望を示すような、適正な運賃・料金交渉を行うための形式書面（フォーム）を関

係者間で定めて、取り組みを行うことも一つの方法かと思います。 

 

実運送事業者には、作業計測ツールを用いて、集配先別の荷待ち・荷役作業等の時

間を計測してもらいます。荷待ち・荷役作業時間のデータを取得し、分析した結果、 

例えば、特定の集荷先で１時間ほどの荷待ち時間が常に発生していたことが分かっ

たとします。荷主・元請事業者は、実運送事業者から「荷待ち・荷役時間等の実績・

改善要望書」を提出してもらいます。荷主・元請事業者は、調査結果と改善内容を

確認し、フィードバック（改善の取組検討と実施）を行います。その後、再度計測ツ

ールにて取組結果を検証します。 

検証の結果、荷待ち・荷役時間が是正されている場合は、その改善効果を確認し、

さらなる改善を行うことや、他の集配先などでも適用するなどを検討します。 

是正できなかった場合は、荷役時間を含む運賃・料金の適正な収受に向けた交渉文

書を作成します。こちらも形式的な書面を定めて、交渉を行うことが望ましいと思

います。 

 

図８．荷待ち・荷役時間等の改善と 

「適正な取引条件」に向けた形式書面（フォーム）の活用例 

出所：ＮＸ総合研究所 作成 

是正された場合 是正できなかった場合

荷主・元請事業者への
「荷待ち・荷役時間等の実績・改善要望書」

の作成・提出

作業計測ツールを使った計測により、特定の集荷先で
１時間ほどの荷待ち時間がつねに発生しており、ドラ
イバーの長時間労働の要因となっていることが判明

作業計測ツールで取得したデータにより、荷主・元請
事業者へ「荷待ち・荷役時間等の実績・改善要望書」
を提出することで、調査結果と改善内容のフィード
バック（改善の取組検討と実施）を行う

是正されている場合はその改善効果を確認し、是正で
きなかった場合は、荷役時間を含む運賃・料金の適正
な収受に向けた交渉文書を作成・交渉を実行する。

客観的に事実を理解してもらうため
の形式書面（フォーム）を開発

交渉のためのエビデンスを備えた
形式書面（フォーム）を開発

作業計測ツールによる荷役時間の把握

「荷待ち・荷役時間等の実績・改善要望書」
によるフィードバック

（改善の取組検討と実施）

改善効果を把握

特定の集荷先で平均１時間以上の待機時間が判明

荷待ち時間を含む
「運賃・料金の交渉文書」

の作成・交渉

荷待ち・
荷役時間等の

実績・
改善要望書

運賃・料金
交渉文書
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６． 運行業務の可視化ツール「どらたん」のご紹介と 

政策パッケージに対応した活用事例 
 

ここからは、先ほどまでお伝えしてきた現状把握のための可視化ツールとして、弊

社サービス「どらたん」の活用事例をご紹介します。「どらたん」は、スマホアプ

リの LINEを使って運行管理ができるツールです。 

最近では、特に 2024年問題や政策パッケージを受けて、荷主企業や元請の物流事

業者から「どらたん」へのお問い合わせが多くなってきています。 

 

図９．LINEを使った運行ツール「どらたん」 

 

 

出所：ＮＸ総合研究所 作成 

 

運行管理がリアルタイムで容易に！
運転日報の手書きが不要に！

かんたんに

スグに 低コストで

LINEによる対話型
アプリケーション！

ドライバーを探究する■どらたん操作方法例

普段から利用しているＬＩＮＥを使い、対話方式で入力するため
直観的に操作することが可能

図 荷主都合による手待ち時間を入力する場合の操作の流れ

LINEから送信される
緯度・経度情報から
集配先を自動判定

左右にスワイプ

LINE対話部分

どらたん
作業パネル
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（１）活用事例① 荷主企業や元請運送事業者が 

傭車の荷待ち・荷役時間等の実績を一括管理 
 

これは、政策パッケージに対応した「どらたん」活用事例です。これまでは手書き

による紙日報をなくしたいといった課題があり、運送事業者から「どらたん」の申

込みをいただく事例が多かったのですが、政策パッケージを受けて、荷主事業者や

元請運送事業者から、荷待ち・荷役時間等の実績を一括管理したいといった問合わ

せを受けることが増えています。 

荷主事業者または元請運送事業者（物流子会社）が「どらたん」を申込み、傭車

（実運送事業者、協力事業者）に対し、「どらたん」による運行実績の記録を依頼

し、データの一括管理を行う仕組みです。 

例えば、元請事業者が荷主事業者に対し、「どらたん」で取得したデータをエビデ

ンスとして、荷待ち・荷役時間の料金請求や改善要望を行ったり、実運送事業者へ

の料金の支払いをしたりするなど、「どらたん」を活用した一括管理が可能となり

ます。 

 

 

図 10. 「どらたん」による傭車の荷待ち・荷役時間等の一括管理 

 

 

出所：ＮＸ総合研究所 作成 

 

 

実運送
事業者

荷主
工場

配送先

調達先

どらたん
サーバ

調達先

A運送事業者

B運送事業者

C運送事業者

配送先

D運送事業者

物流子会社
元請け運送
事業者

荷待ち・荷役
時間の一括管理

A運送事業者

実運送
事業者

荷待ち・荷役
料金支払い

委託 請求
改善提案

荷待ち・荷役
料金支払い

どらたんで
荷待ち・積込
み時間を計測

荷待ち・
積込み時間データ

荷待ち・
荷下ろし時間

データ

荷待ち・
荷下ろし
の発生

荷待ち・
積込みの
発生

どらたんで
荷待ち・荷下ろし

時間を計測

荷待ち・荷役
時間を
一括管理
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（２）活用事例②（協力会社別の運行管理） 

 
「どらたん」の具体的な機能の活用事例をご紹介します。協力会社別の運行管理を

目的として、「どらたん」の「部署」という機能を活用した事例です。協力会社別

にグループを作成し、グループごとにドライバーを登録して計測を行うことで、協

力会社別の運行状況や作業時間を管理することができます。 

 

図 11. 「どらたん」の「部署」機能の応用（協力会社別の登録と管理） 

 

出所：ＮＸ総合研究所 作成 

 

 

 

（３）活用事例③ 集配先別の荷待ち時間・積卸し時間の把握 

 

「どらたん」では、WEBの管理画面で集配先をマスタに登録しておくことにより、

LINEで位置情報を入力した際、住所から自動判定し、集配先名データを取得する

ことができます。取得したデータを使って、集配先別に荷待ち時間・積卸し時間の

集計をすることが可能となります。 

ここでは、30分以上を要した作業を確認していますが、これらの取得データを荷

待ち・荷役時間の料金請求や改善提案のエビデンスとして活用することができま

す。 

 

 

 

1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6 1/7 1/8 1/9 1/10 1/11 1/12 1/13 1/14 1/15 1/16 1/17 1/18 1/19 1/20 1/21 1/22 1/23 1/24 1/25 1/26 1/27 1/28 1/29 1/30 1/31

部署 ドライバーID ドライバー名 作業 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 総計 構成比

A運送A営業所 ドライバーA 運転 2.3 3.3 2.6 3.4 6.9 2.2 2.5 3.8 3.1 1.7 3.7 5.2 6.6 88.0

A運送A営業所 ドライバーA 積込み 0.3

A運送A営業所 ドライバーA 荷下ろし 4.5

A運送A営業所 ドライバーA 手待ち（自社都合） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 2.4

A運送A営業所 ドライバーA 手待ち（荷主都合） 2.7 4.9 4.5 4.7 3.2 3.0 2.4 2.0 4.5 4.0 2.0 62.1

A運送A営業所 ドライバーA 附帯作業 0.3 2.2 1.1 0.7 1.2 0.5 0.0 0.4 1.7 0.3 0.0 9.2

A運送A営業所 ドライバーA 横持ち・縦持ち 0.0 0.5 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.0 0.3 0.0 0.1 2.1

A運送A営業所 ドライバーA 検収・検品 0.0 0.4 1.1 0.1 1.6

A運送A営業所 ドライバーA 商品仕分け 0.8

A運送A営業所 ドライバーA はい作業 2.0 1.9 1.7 0.3 1.8 2.2 0.3 1.8 0.9 1.5 0.1 15.0

A運送A営業所 ドライバーA 棚入れ 0.0

A運送A営業所 ドライバーA ラベル張り 2.6

A運送A営業所 ドライバーA その他 0.0 0.0

A運送A営業所 ドライバーA フェリー 0.8 0.1 1.0 1.2 0.9 1.3 2.2 1.0 1.6 1.3 0.7 1.9 0.8 24.6

A運送A営業所 ドライバーA 休憩 0.0 0.0

A運送A営業所 ドライバーA その他 9.5 16.0 12.1 14.2 10.7 0.0 12.8 13.3 13.2 13.9 13.6 12.4 13.9 13.1 281.6

ドライバーA 合計 17.7 29.0 23.1 24.5 18.4 0.0 22.5 23.9 21.1 22.9 25.3 22.7 23.4 20.5

A運送A営業所 ドライバーB 運転 0.0 0.0 0.3 0.0 0.5 0.1 0.4 0.2 2.1

積込み 2.3 3.3 2.6 3.4 6.9 2.2 2.5 3.8 3.1 1.7 3.7 5.2 6.6 88.0

荷下ろし 0.3

手待ち（自社都合） 4.5

手待ち（荷主都合） 10.7

附帯作業 0.3

横持ち・縦持ち 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 2.4

検収・検品 2.7 4.9 4.5 4.7 3.2 3.0 2.4 2.0 4.5 4.0 2.0 62.1

商品仕分け 0.3 2.2 1.1 0.7 1.2 0.5 0.0 0.4 1.7 0.3 0.0 9.2

はい作業 0.0 0.5 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.0 0.3 0.0 0.1 2.1

元請A運送会社
担当

元請B運輸会社
担当

ドライバーをグループ化し、
運送事業者別の運行・作業時間を管理

「部署作成」機能を活用
し、顧客別（ここでは、
担当の顧客元請運送事業
者の別）にグループを作

成

担当のドライバーに
作成したグループを
割り当て、運行状況
や、作業時間を管理。

運送会社別に運行管理を行いたい

①グループ作成

②グループ割り当て

③協力会社別の
運行状況の

管理（運行照会）

④協力会社の作
業時間の管理
（データ集計）
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図 12.  「どらたん」による集配先別の荷待ち時間・積卸し時間の把握 

 

 

出所：ＮＸ総合研究所 作成 

 

（４）活用事例④ 集配先別の附帯作業の記録 

 

ドライバー長時間労働の要因には、荷待ち・荷役作業時間の他に、附帯作業も一つ

としてあげられます。集配先で、そのときどのような附帯作業が生じたのか、どれ

くらい時間がかかったのかを正確に把握できていないために、適正な料金を収受で

きていないままになってしまうといった問題が生じます。 

特にデジタコでは、詳細な附帯作業の内容まで記録することができません。そのた

め、この附帯作業時間を正確に把握することを目的に「どらたん」を利用するケー

スも増えてきています。 

「どらたん」を活用する場合には、現状問題が生じていていると思われる業務や計

測したい対象に応じて、作業名をカスタマイズし、「商品仕分け」、「棚入れ」、「ラ

ベル張り」、「搬送」などの詳細な附帯作業項目を設定します。 

項目にない作業が発生することがあれば、「その他附帯作業」という作業項目を作

っておき、メモで入力してもらうという方法もあります。 

下記の図は、位置情報から配送先を特定し、作業を記録して解決を図った事例とな

っています。 

計測したデータを使えば、分析ツールで集配先別のドライバー別等の附帯作業を把

握することができます。 

 

 

 

集配先別の荷待ち時
間・積卸時間を把握し
たい

集配先マスタ登録し、
位置情報から自動
判定、荷待ち時間を

記録

集配先を位置情
報から自動判定

集配先をマスタ
登録

集配先ID 集配先名 住所 日付 部署名
ドライ

バーID
ドライバー 運転 手待ち（荷主都合） 手待ち（自社都合） 給油 積込み 荷卸し 休憩 その他

1001 集荷先A 東京都○○区 2021/1/12 A運送店 101 ドライバー１ 1:22 0:15 1:01

1001 集荷先A 東京都○○区 2021/1/12 A運送店 102 ドライバー２ 1:25 0:32

1001 集荷先A 東京都○○区 2021/1/12 A運送店 103 ドライバー３ 0:19 0:28 1:45

1011 配送先B 東京都○○区 2021/1/12 A運送店 104 ドライバー４ 0:36 0:49

1012 配送先C 東京都○○区 2021/1/13 A運送店 105 ドライバー５ 0:02 0:12

1001 集荷先A 東京都○○区 2021/1/13 A運送店 105 ドライバー５ 0:35 0:25 0:55 1:07

1001 集荷先A 東京都○○区 2021/1/14 A運送店 105 ドライバー５ 1:05 0:05 0:05 0:19 1:00 0:27

1012 配送先C 東京都○○区 2021/1/14 A運送店 106 ドライバー６ 0:11 0:09

1300 集荷先A 東京都○○区 2021/1/14 A運送店 107 ドライバー７ 0:23 0:28 1:01 0:26

1012 配送先C 埼玉県〇〇市 2021/1/14 A運送店 108 ドライバー８ 0:35 0:13

1012 配送先C 東京都○○区 2021/1/15 A運送店 109 ドライバー９ 0:55 0:15 1:07

1012 配送先C 東京都○○区 2021/1/15 A運送店 110 ドライバー１０ 0:25 0:08

1012 配送先C 神奈川県〇〇市 2021/1/15 A運送店 110 ドライバー１０ 0:11 0:09

1001 集荷先A 東京都○○区 2021/1/15 A運送店 111 ドライバー１１ 0:47 0:01 0:40

集配先の荷待
ち・積卸作業時

間を集計
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図 13.  「どらたん」による集配先別の附帯作業の把握 

出所：ＮＸ総合研究所 作成 

 

 

おわりに 

 

以上、集配先の荷待ち・荷役と傭車管理の課題、運行業務の可視化の重要性につい

て解説し、その解決のためのツールとして、「どらたん」のご紹介をさせていただ

きました。 

2024年問題は、荷主事業者・物流事業者の元請としての責務、コンプライアンス

が問われており、主導して実態を把握、改善に取り組む必要があるかと思います。 

政策パッケージの対応と荷待ち・荷役時間の把握、さらにはドライバーの労働時間

改善として、ぜひ一度「どらたん」をお試しください。 

 

どらたんホームページ：https://www.doratan.jp/ 

 

（この記事は 2024年 7月 1日の情報をもとに書かれました。） 

 

 

［ろじたんお問合せ先］ 

株式会社ＮＸ総合研究所 

https://www.logitan.jp/ 

※ろじたんサイトのお問合せフォームよりご連絡ください 

把握したい附帯
作業に合わせて、
作業名を編集。

デジタコでは記録できない附帯
作業を詳細に記録したい

デフォルトの作業名を
編集し、作業を記録。

①作業名の編集

日付 部署名 ドライバーID ドライバー 集配先ID 集配先名 住所 手待ち（荷主都合） 手待ち（自社都合） 積込み 荷卸し

2018/1/1 A運送B営業所 Q100001 ドライバーA 112 A社 千葉県市原市××× 0:54 0:40 4:15

2018/1/1 A運送B営業所 Q100003 ドライバーC 34 B社 千葉県成田市××× 0:40 1:00 0:25

2018/1/1 A運送C営業所 Q100015 ドライバーO 567 C社 東京都江東区××× 1:05 1:40 3:59

2018/1/1 A運送C営業所 Q100016 ドライバーP 765 D社 東京都青梅市××× 1:44 0:40 2:07

2018/1/1 A運送C営業所 Q100020 ドライバーV 253 E社 千葉県船橋市××× 0:52 0:15 3:00

2018/1/1 A運送C営業所 Q100020 ドライバーV 225 F社 東京都江東区××× 1:45 1:00 1:44

2018/1/1 A運送C営業所 Q100020 ドライバーV 158 G社 東京都江東区××× 0:47 0:40 0:52

2018/1/2 A運送B営業所 Q100001 ドライバーA 587 H社 埼玉県草加市××× 0:45 0:15 0:12

2018/1/2 A運送B営業所 Q100001 ドライバーA 999 I社 千葉県成田市××× 1:20 0:40 0:45

配送ルート別に
作業を設定。

②LINEでの計測
⇒位置情報から配送先
の名称（事前にマスタに
登録しておく）を取得し、
そこでの附帯作業を記録

分析ツールで
配送先別、ド
ライバー別等
の附帯作業を

集計

③卸先別の附帯作業の集計

配送先を位置情
報から自動判定


